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（別紙１） 

【施設・事業所調査の結果概要】 

 

○ 回答施設・事業所の割合は、概ね３割ずつで均等あるが、「在宅サービス」が

最も多く 464 ヶ所（36.6%）、次いで「地域密着型サービス」が 393 ヶ所(31.0%)、

「施設サービス」が 410 ヶ所(32.4%)の順であった。 

【質問１ サービスの種類】 

在宅サービス 施設サービス 地域密着型サービス 合   計  

464 393 410 1,267 

36.6% 31.0% 32.4% 100.0% 

 

 

 

○ 開設経過年数は、在宅サービスでは「5～9 年」が 178 ヶ所(39.5%)、施設サー

ビスでは「10～19 年」が 198 ヶ所(50.6%)、地域密着型サービスでは「3～4 年」

が 136 ヶ所(33.4%)で最も多かった。 

【質問２ 開設経過年数】  

 
施設・事業所の経過年数 

合 計 １年未満 １～２年 ３～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 10 54 76 178 130 3 0 451 

割 合 2.2% 12.0% 16.9% 39.5% 28.8% 0.7% 0.0% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 0 4 9 37 198 91 52 391 

割 合 0.0% 1.0% 2.3% 9.5% 50.6% 23.3% 13.3% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 22 94 136 123 32 0 0 407 

割 合 5.4% 23.1% 33.4% 30.2% 7.9% 0.0% 0.0% 100.0% 

合  計 

度 数 32 152 221 338 360 94 52 1,249 

割 合 2.6% 12.2% 17.7% 27.1% 28.3% 7.5% 4.2% 100.0% 
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○ 運営法人の割合は、在宅サービスでは「営利法人」が最も多く 377 ヶ所(82.3%)、

次いで「NPO 法人」が 59 ヶ所(12.9%)、施設サービスでは「社会福祉法人」が最

も多く 233 ヶ所(59.6%)、次いで「医療法人」が 138 ヶ所（35.3%）、地域密着型

サービスでは「営利法人」が最も多く 176 ヶ所(43.3%)だが、「社会福祉法人」、

「医療法人」も一定の割合を占めている。 

【質問３ 運営法人】  

 
施設・事業所の運営法人 

合 計 営利法人 社会福祉法人 医療法人 社団・財団法人 NPO法人 地方公共団体 その他 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 377 9 1 1 59 1 10 458 

割 合 82.3% 2.0% 0.2% 0.2% 12.9% 0.2% 2.2% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 0 233 138 10 0 4 6 391 

割 合 0.0% 59.6% 35.3% 2.6% 0.0% 1.0% 1.5% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 176 91 82 3 36 1 17 406 

割 合 43.3% 22.4% 20.2% 0.7% 8.9% 0.2% 4.2% 100.0% 

合  計 

度 数 553 333 221 14 95 6 33 1,255 

割 合 44.1% 26.5% 17.6% 1.1% 7.6% 0.5% 2.6% 100.0% 

 

○ 介護職員数（実人員）は、在宅サービスでは「10～19 人」が最も多く 137 ヶ所

(29.7%)、次に「20～29 人」117 ヶ所(25.3%)が多い。施設サービスでは「30～

49 人」が最も多く 160 ヶ所(40.8%)、次に「50～99 人」143 ヶ所(36.5%)が多い。

地域密着型サービスでは「10～19 人」が最も多く 259 ヶ所(63.2%)、次に「10

人未満」87 ヶ所(21.3%)が多い。 

【質問４ 介護職員数（実人員）】 

 
介護職員数・実人員 

合 計 10人未満 10～19人 20～29人 30～49人 50～99人 100人以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 49 137 117 88 58 13 462 

割 合 10.6% 29.7% 25.3% 19.0% 12.6% 2.8% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 4 12 48 160 143 25 392 

割 合 1.0% 3.1% 12.2% 40.8% 36.5% 6.4% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 87 259 52 7 4 1 410 

割 合 21.3% 63.2% 12.7% 1.7% 1.0% 0.2% 100.0% 

合  計 

度 数 140 408 217 255 205 39 1,264 

割 合 11.1% 32.3% 17.2% 20.2% 16.2% 3.1% 100.0% 
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○ 介護福祉士の割合は、在宅サービスでは「1 割～2 割未満」が最も多く 116 ヶ
所(25.3%)、施設サービスでは「5 割以上」が最も多く 263 ヶ所(68.3%)、地域密
着型サービスでは「5 割以上」が最も多く 87 ヶ所(21.4%)だが、５割未満も多い。 

【質問５ 介護福祉士の割合（介護職員全体に占める割合）】 

 
介護福祉士の割合 

合 計 １割未満 １割～２割未満 ２割～３割未満 ３割～４割未満 ４割～５割未満 ５割以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 90 116 103 69 44 36 458 

割 合 19.7% 25.3% 22.5% 15.1% 9.6% 7.9% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 3 4 14 45 56 263 385 

割 合 0.8% 1.0% 3.6% 11.7% 14.5% 68.3% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 58 68 78 58 57 87 406 

割 合 14.3% 16.7% 19.2% 14.3% 14.0% 21.4% 100.0% 

合  計 

度 数 151 188 195 172 157 386 1,249 

割 合 12.1% 15.1% 15.6% 13.8% 12.6% 30.9% 100.0% 

 

○ 介護実習を受け入れているかどうかについては、在宅サービス及び地域密着
型サービスでは「受け入れていない」がそれぞれ 337 ヶ所(75.6%)及び 293 ヶ所
(72.3%)と最も多い。施設サービスでは「受け入れていない」は少なく、「実習
施設等(Ⅱ)に該当」が 179 ヶ所(46.6%)と最も多い。 

【質問６ 介護福祉士養成施設等の介護実習の受け入れ先】 

 
実習の受け入れ先 

合 計 実習施設等(Ⅰ)に該当 実習施設等(Ⅱ)に該当 受け入れていない 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 85 24 337 446 

割 合 19.1% 5.4% 75.6% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 128 179 77 384 

割 合 33.3% 46.6% 20.1% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 96 16 293 405 

割 合 23.7% 4.0% 72.3% 100.0% 

合  計 

度 数 309 219 707 1,235 

割 合 25.0% 17.7% 57.2% 100.0% 

※実習施設等（Ⅰ）は、介護福祉士又は実務経験 3 年以上の介護職員がいる施設等 

実習施設等（Ⅱ）は、実習指導マニュアルが整備され、介護職員全体の人数に対する介護福祉士の人数の割合が 3 割以上である

ことや、介護職員に対する教育、研修等が計画的に実施されている等の施設等であって、介護福祉士の資格取得後 3 年以上の実
務経験があり、実習指導者講習会を修了した介護職員がいる施設等 
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○ 研修等を担当する教育担当者については、いずれのサービスでも「兼任の教

育担当者を置いている」が最も多い（在宅サービス 275 ヶ所(59.7%)、施設サー

ビス 223 ヶ所(57.2%)、地域密着型サービス 174 ヶ所(42.6%)）。なお、施設サー

ビスでは「教育担当の委員会等を置いている」も 189 ヶ所（48.5％）と多い。 

【質問７ 研修等の教育担当者（企画・計画をする方）について 

 
専任の教育担当者を

置いている 

兼任の教育担当者を

置いている 

教育担当の委員会等

を置いている 

教育担当者・委員会

など置いていない 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 43 275 22 128 

割 合 9.3% 59.7% 4.8% 27.8% 

施  設 

サービス 

度 数 28 223 189 48 

割 合 7.2% 57.2% 48.5% 12.3% 

地域密着型 

サービス 

度 数 22 174 79 154 

割 合 5.4% 42.6% 19.4% 37.8% 

合  計 

度 数 93 672 290 330 

割 合 7.4% 53.4% 23.0% 26.2% 

 

○ 施設・事業所における昨年度の介護職員を対象とした研修等の実施回数は、

合計では平均値 14 回、中央値及び最頻値は 12 回であった。いずれのサービス

でも「7～12 回」が最も多い。施設サービスでは 13 回以上の割合が高くなって

いる。 

【質問８ 内部研修等の実施回数（昨年度：H21.4.1～H22.3.31） 

 
実施回数 介護職員研修回数階層 

合 計 平均値 中央値 最頻値 実施なし １～６回 ７～12回 13～18回 19～24回 25回以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 13 12 12 9 69 251 44 29 36 438 

割 合    2.1% 15.8% 57.3% 10.0% 6.6% 8.2% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 19 13 12 7 67 114 75 45 77 385 

割 合    1.8% 17.4% 29.6% 19.5% 11.7% 20.0% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 11 10 12 15 106 167 46 21 27 382 

割 合    3.9% 27.7% 43.7% 12.0% 5.5% 7.1% 100.0% 

合  計 

度 数 14 12 12 31 242 532 165 95 140 1,205 

割 合    2.6% 20.1% 44.1% 13.7% 7.9% 11.6% 100.0% 
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○ 施設・事業所における昨年度の介護職員を対象とした研修等の総実施時間数

は、合計では平均値 33 時間、中央値 16 時間、最頻値 12 時間となっている。い

ずれのサービスでも「10～20 時間未満」が最も多い。 

【質問９ 内部研修の総実施時間数（全体）】 

 
実施時間数 総時間階層別 

合 計 平均値 中央値 最頻値 10時間未満 10～20時間未満 20～40時間未満 40～80時間未満 80時間以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 27 14 12 81 162 95 43 26 407 

割 合    19.9% 39.8% 23.3% 10.6% 6.4% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 42 20 12 51 105 87 56 42 341 

割 合    15.0% 30.8% 25.5% 16.4% 12.3% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 33 14 12 92 112 71 31 35 341 

割 合    27.0% 32.8% 20.8% 9.1% 10.3% 100.0% 

合  計 

度 数 33 16 12 224 379 253 130 103 1,089 

割 合    20.6% 34.8% 23.2% 11.9% 9.5% 100.0% 

 

○ 受講者 1 人当たりの昨年度の研修時間数は、合計では平均値 11 時間、中央値

7 時間、最頻値 1 時間であった。いずれのサービスでも「3 時間未満」が最も多

く、次いで、施設サービス及び地域密着型サービスでは「6～12 時間未満」が、

在宅サービスでは「12～18 時間未満」が多い。 

【質問９ 内部研修の実施時間数（受講者１人当たり時間）】 

 
実施時間数 個人時間階層別 

合 計 平均値 中央値 最頻値 ３時間未満 ３～６時間未満 6～12時間未満 12～18時間未満 18～24時間以上 24時間以上 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 13 9 12 109 24 84 91 30 56 394 

割 合    27.7% 6.1% 21.3% 23.1% 7.6% 14.2% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 10 6 1 106 42 85 50 20 29 332 

割 合    31.9% 12.7% 25.6% 15.1% 6.0% 8.7% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 9 6 1 99 59 82 45 19 21 325 

割 合    30.5% 18.2% 25.2% 13.8% 5.8% 6.5% 100.0% 

合  計 

度 数 11 7 1 314 125 251 186 69 106 1,051 

割 合    29.9% 11.9% 23.9% 17.7% 6.6% 10.1% 100.0% 
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○ 正規職員のうち、昨年度内部研修等を受講者した者の割合は、いずれのサー

ビスでも「8 割以上」が最も多く、特に在宅サービスでは 314 ヶ所（73.5％）と

なっている。 

【質問１０ 内部研修等の受講割合（正規職員）】 

 
正規介護職員の受講割合（昨年度） 

合 計 ２割未満 ２割～４割未満 ４割～５割未満 ５割～８割未満 ８割以上 不 明 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 19 23 24 41 314 6 427 

割 合 4.4% 5.4% 5.6% 9.6% 73.5% 1.4% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 11 34 39 119 172 1 376 

割 合 2.9% 9.0% 10.4% 31.6% 45.7% 0.3% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 28 26 30 77 202 9 372 

割 合 7.5% 7.0% 8.1% 20.7% 54.3% 2.4% 100.0% 

合  計 

度 数 58 83 93 237 688 16 1,175 

割 合 4.9% 7.1% 7.9% 20.2% 58.6% 1.4% 100.0% 

 

 

○ 非正規職員のうち、昨年度内部研修等を受講者した者の割合は、「8 割以上」

が最も多いが、正規職員に比べると全体的に受講した者の割合は低い傾向とな

っている。 

【質問１０ 内部研修等の受講割合（非正規職員）】 

 
非正規介護職員の受講割合（昨年度） 

合 計 ２割未満 ２割～４割未満 ４割～５割未満 ５割～８割未満 ８割以上 不明 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 36 32 46 100 193 9 416 

割 合 8.7% 7.7% 11.1% 24.0% 46.4% 2.2% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 73 51 47 75 83 9 338 

割 合 21.6% 15.1% 13.9% 22.2% 24.6% 2.7% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 47 43 38 61 115 14 318 

割 合 14.8% 13.5% 11.9% 19.2% 36.2% 4.4% 100.0% 

合  計 

度 数 156 126 131 236 391 32 1,072 

割 合 14.6% 11.8% 11.8% 22.0% 36.5% 3.0% 100.0% 
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○ 内部研修の実施内容については、合計では「認知症ケアに関する研修」が最

も多く(86.6%)、次いで「感染予防に関する研修」(85.8%)、「接遇に関する研修」

(78.0%)となっており、各サービスについても概ね同様である。「社会保障・社

会福祉制度に関する研修」はいずれのサービスでも実施が少ない。 

また、在宅サービスでは「困難事例の対応に関する研修」、「法令の遵守に関

する研修」の割合が他のサービスより高く、施設サービスでは、「医療的ケアに

関する研修」、地域密着型サービスでは「権利擁護、成年後見制度に関する研修」

の割合が他のサービスより高い。 

 

【質問１１ 内部研修の実施内容について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．接遇に関する研修 401 88.3% 280 72.7% 278 71.3% 959 78.0% 

２．介護技術（自立に向けた食事、入浴、

排泄、家事等の介護）に関する研修 
366 80.8% 327 84.7% 251 64.4% 944 76.8% 

３．介護過程（介護のアセスメントや、介護

計画等）やケアマネジメントに関する研修 
225 49.7% 217 56.4% 179 45.9% 621 50.6% 

４. 訪問介護やデイサービスなど個

別のサービスに関する研修 
229 50.4% 54 14.0% 82 21.0% 365 29.7% 

５．認知症ケアに関する研修 406 89.4% 321 83.2% 337 86.6% 1,064 86.6% 

６．コミュニケーション技術に関す

る研修 
292 64.3% 156 40.5% 165 42.3% 613 49.9% 

７．ターミナルケアに関する研修 156 34.4% 182 47.3% 132 33.9% 470 38.3% 

８．介護事故等リスクマネジメント、

苦情対応に関する研修 
383 84.4% 303 78.5% 228 58.5% 914 74.3% 

９．医療的ケアに関する研修 198 43.6% 245 63.5% 176 45.1% 619 50.3% 

10．感染予防に関する研修 404 89.0% 352 91.4% 298 76.4% 1,054 85.8% 

11. 困難事例の対応に関する研修 270 59.5% 88 22.8% 119 30.5% 477 38.8% 

12．社会保障・社会福祉制度に関す

る研修 
72 15.9% 813 21.0% 61 15.6% 214 17.4% 

13．権利擁護、成年後見制度に関す

る研修 
112 24.7% 100 25.9% 158 40.5% 370 30.1% 

14. マネジメント（人材育成や運営

管理等）に関する研修 
122 26.9% 96 24.9% 76 19.5% 294 23.9% 

15．法令の遵守に関する研修 369 81.5% 190 49.2% 192 49.2% 751 61.1% 

16. その他（         ） 46 10.2% 71 18.4% 66 16.9% 183 14.9% 
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○ 内部研修プログラムを職階別に体系化して実施しているかどうかについては、

いずれのサービスでも「新人研修プログラム」が最も多い（在宅サービス 358

ヶ所(79.2%)、施設サービス 301 ヶ所(78.2%)、地域密着型サービス 224 ヶ所

(57.7%)）。なお、在宅サービスでは「管理者研修プログラム」が 181 ヶ所(40.0%)

と多い。  

 

【質問１２ 内部研修プログラムの職階別体系化について】 

 
新人研修 

プログラム 

中堅研修 

プログラム 

管理者研修 

プログラム 
その他の区分 実施していない 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 358 165 181 54 58 

割 合 79.2% 36.5% 40.0% 11.9% 12.8% 

施  設 

サービス 

度 数 301 140 68 56 67 

割 合 78.2 36.4% 17.7% 14.5% 17.4% 

地域密着型 

サービス 

度 数 224 79 77 42 119 

割 合 57.7% 20.4% 19.8% 10.8% 30.6% 

合  計 

度 数 883 384 326 152 244 

割 合 72.1% 31.3% 26.6% 12.4% 19.9% 
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○ 内部研修の受講支援策・資質向上策については、合計では「参加費用は徴収

していない」が最も多く(67.0%)、次いで「勤務時間外に実施している」(64.6%)、

「職員からの要望を取り入れた研修内容にしている」(54.0%)となっている。各

サービスについても概ね同様であったが、在宅サービスでは「時間外手当等を

支給している」(57.8%)が、地域密着型サービスでは、「勤務時間内に実施して

いる」(53.1%)が多い。 

また、施設サービスでは、「同一内容の研修を複数回実施している」、「外部か

ら講師を招聘している」の割合が他のサービスより高い。 

 

【質問１３ 内部研修の受講支援策・資質向上策について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．勤務時間内に実施している 228 50.1% 219 56.7% 207 53.1% 654 53.1% 

２．勤務時間外に実施している 257 56.6% 294 76.2% 243 62.3% 794 64.6% 

３．時間外手当等を支給している 263 57.8% 163 42.2% 164 42.1% 590 47.9% 

４．同一内容の研修を複数回実施し

ている 
157 34.6% 203 52.7% 117 30.0% 477 38.8% 

５．参加費用は徴収していない 300 66.2% 282 73.2% 241 61.8% 823 67.0% 

６．外部から講師を招聘している  113 24.8% 213 55.2% 137 35.3% 463 37.7% 

７．目標管理や人事評価に反映させ

ている 
105 23.1% 119 30.8% 99 25.4% 323 26.3% 

８．職員からの要望を取り入れた研

修内容にしている 
233 51.2% 238 61.7% 194 49.7% 665 54.0% 

９．地域の施設・事業所が連携して

研修を実施している 
60 13.2% 72 18.7% 87 22.3% 219 17.8% 

10．その他（          ） 13 2.9% 23 6.0% 12 3.1% 48 3.9% 

 



10 

 

○ 介護福祉士国家資格の取得支援策については、合計では「資格取得手当等を

設けている」が最も多く(62.5%)、次いで「全員が資格取得を目指すという雰囲

気をつくっている」(48.8%)、「目標管理や人事評価に反映させている」(34.4%)

となっている。各サービスについても概ね同様である。 

【質問１４ 介護福祉士国家資格の取得支援策について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．職場内で勉強会等を行っている 147 31.7% 148 37.7% 113 27.6% 408 32.2% 

２．受験手数料・受験対策講座費用

等の助成をしている 
127 27.4% 66 16.8% 79 19.3% 272 21.5% 

３．資格取得手当等を設けている 273 59.0% 262 66.7% 256 62.4% 791 62.5% 

４．目標管理や人事評価に反映させ

ている  
114 24.6% 171 43.5% 150 36.7% 435 34.4% 

５．正規職員の登用要件にしている  66 14.2% 122 31.0% 77 18.8% 265 20.9% 

６．全員が資格取得を目指すという

雰囲気をつくっている  
206 44.4% 241 61.3% 171 41.7% 618 48.8% 

７．その他の支援策（     ） 32 6.9% 48 12.2% 31 7.6% 111 8.8% 

８．特段の支援策はない 37 8.0% 16 4.1% 48 11.7% 101 8.0% 

９．介護福祉士国家資格の取得を促

していない 
15 3.2% 1 0.3% 7 1.7% 23 1.8% 

 

○ 正規職員のうち、昨年度外部研修を受講した者の割合は、在宅サービスでは

「2 割未満」が最も多く 236 ヶ所(52.0%)、施設サービスでは「2 割～3 割未満」

が 102 所(26.4%)、地域密着型サービスでは「5 割以上」が 138 ヶ所(34.8%)と最

も多い。 

【質問１５ 昨年度の外部研修受講割合（正規職員）】 

 
正規職員の外部研修受講割合（昨年度） 

合 計 ２割未満 ２割～３割未満 ３割～４割未満 ４割～５割未満 ５割以上 不明 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 236 46 21 16 68 67 454 

割 合 52.0% 10.1% 4.6% 3.5% 15.0% 14.8% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 57 102 93 49 83 2 386 

割 合 14.8% 26.4% 24.1% 12.7% 21.5% 0.5% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 89 59 53 33 138 24 396 

割 合 22.5% 14.9% 13.4% 8.3% 34.8% 6.1% 100.0% 

合  計 

度 数 382 207 167 98 289 93 1,236 

割 合 30.9% 16.7% 13.5% 7.9% 23.4% 7.5% 100.0% 
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○ 非正規職員のうち、昨年度外部研修を受講した者の割合は、いずれのサービ

スでも「2 割未満」が最も多い（在宅サービス 274 ヶ所(62.8%)、施設サービス

235 ヶ所(71.2%)、地域密着型サービス 160 ヶ所(47.9%)）。 

【質問１５ 昨年度の外部研修受講割合（非正規職員）】 

 
非正規職員の外部研修受講割合（昨年度） 

合 計 ２割未満 ２割～３割未満 ３割～４割未満 ４割～５割未満 ５割以上 不明 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 274 37 18 6 10 91 436 

割 合 62.8% 8.5% 4.1% 1.4% 2.3% 20.9% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 235 42 17 17 12 13 330 

割 合 71.2% 12.7% 5.2% 3.3% 3.6% 3.9% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 160 46 22 27 50 29 334 

割 合 47.9% 13.8% 6.6% 8.1% 15.0% 8.7% 100.0% 

合  計 

度 数 669 125 57 44 72 133 1,100 

割 合 60.8% 11.4% 5.2% 4.0% 6.5% 12.1% 100.0% 

 

 

○ 外部研修の受講期間は、合計では「１～２日」が最も多く（36.3%）、各サー

ビスについても同様であった。在宅サービスでは「１日未満」、「受講していな

い」の割合も高い。 

【質問１６ 外部研修期間の受講期間（昨年度）】 

 
外部研修受講期間（昨年度） 

合 計 １日未満 １～２日 ３～４日 ５～９日 10～19日 20～29日 30日以上 受講していない 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 101 108 65 43 29 7 8 76 437 

割 合 23.1% 24.7% 14.9% 9.8% 6.6% 1.6% 1.8% 17.4% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 25 202 61 16 20 16 40 1 381 

割 合 6.6% 53.0% 16.0% 4.2% 5.2% 4.2% 10.5% 0.3% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 36 129 82 56 35 17 19 16 390 

割 合 9.2% 33.1% 21.0% 14.4% 9.0% 4.4% 4.9% 4.1% 100.0% 

合  計 

度 数 162 439 208 115 84 40 67 93 1,208 

割 合 13.4% 36.3% 17.2% 9.5% 7.0% 3.3% 5.5% 7.7% 100.0% 
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○ 外部研修の受講支援策については、いずれのサービスでも「勤務シフトを配

慮している」、「研修の情報を提供している」の割合が高い。また、施設サービ

ス及び地域密着型サービスでは「受講費用の全額を支給している」が多くなっ

ている。 

【質問１７ 外部研修の受講支援策について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．有給休暇を付与している 55 15.3% 53 13.9% 46 12.3% 154 13.8% 

２．受講費用の全額を支給している 96 26.6% 337 89.2% 253 67.6% 686 61.6% 

３．受講費用の一部を支給している 39 10.8% 47 12.4% 57 15.2% 143 12.8% 

４．勤務シフトを配慮している 266 73.7% 311 82.1% 311 83.2% 888 79.7% 

５．職務として派遣している（職務免除） 107 29.6% 297 78.2% 204 54.7% 608 54.6% 

６．研修の情報を提供している 218 60.6% 246 64.7% 243 65.0% 707 63.5% 

７．その他の支援策（     ） 6 1.7% 16 4.2% 10 2.7% 32 2.9% 

８．特段の支援策はない 21 5.8% 3 0.8% 8 2.1% 32 2.9% 

 

○ 外部研修に参加した介護職員 1 人当たりの事業所による費用負担額は、在宅

サービスでは「負担していない」150 ヶ所(43.7%)が最も多く、次に「１万円未

満」118 ヶ所(34.4%)、施設サービスでは「1～2 万円」134 ヶ所(36.0%)が最も多

く、次に「１万円未満」95 ヶ所(25.5%)、地域密着型サービスでは「１万円未満」

157 ヶ所(43.3%)が最も多く、次に「１～２万円」92 ヶ所(25.3%)が多い。 

【質問１８ 外部研修の費用負担額（昨年度 年間1人当たり） 

 
外部研修の費用負担額 

合 計 １万円未満 １～２万円 ３～４万円 ５～９万円 10～19万円 20～29万円 30万円以上 負担していない 

種 類 

在  宅 

サービス 

度 数 118 33 31 6 3 2 0 150 343 

割 合 34.4% 9.6% 9.0% 1.7% 0.9% 0.6% 0.0% 43.7% 100.0% 

施  設 

サービス 

度 数 95 134 77 40 12 3 8 3 372 

割 合 25.5% 36.0% 20.7% 10.8% 3.2% 0.8% 2.2% 0.8% 100.0% 

地域密着型 

サービス 

度 数 157 92 54 24 7 3 2 24 363 

割 合 43.3% 25.3% 14.9% 6.6% 1.9% 0.8% 0.6% 6.6% 100.0% 

合  計 

度 数 370 259 162 70 22 8 10 177 1,078 

割 合 34.3% 24.0% 15.0% 6.5% 2.0% 0.7% 0.9% 16.4% 100.0% 
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○ 外部研修を受講する介護職員の欠員の補充方法については、いずれのサービ

スでも「勤務シフトを変更して、施設・事業所内の他の介護職員を出勤させる」

が最も多い（在宅サービス 297 ヶ所(82.3%)、施設サービス 308 ヶ所(81.1%)、

地域密着型サービス 295 ヶ所(78.9%)）。 

 

【質問１９ 外部研修を受講する介護職員の欠員の補充方法について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．勤務シフトを変更して、施設・事業

所内の他の介護職員を出勤させる 
297 82.3% 308 81.1% 295 78.9% 900 80.7% 

２．同一法人が運営する他の施設・事業

所の介護職員に応援を要請する 
17 4.7% 24 6.3% 49 13.1% 90 8.1% 

３．派遣職員やアルバイトを確保する 23 6.4% 10 2.6% 16 4.3% 49 4.4% 

４．勤務シフトの変更や欠員の補充は行

っていない 
44 12.2% 51 13.5% 45 12.0% 140 12.6% 

５．その他（          ） 7 1.9% 39 10.3% 30 8.0% 76 6.8% 
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○ 新規採用職員に必要な研修内容については、各サービスとも「接遇に関する

研修」、「介護技術（自立に向けた食事、入浴、排泄、家事等の介護）に関する

研修」の必要性に関する意識が高い。在宅サービスでは「コミュニケーション

技術に関する研修」、施設サービスでは「感染予防に関する研修」、地域密着型

サービスでは「認知症ケアに関する研修」の必要性を意識しており、特徴的で

ある。各サービスとも「マネジメント（人材育成や運営管理等）に関する研修」、

「資格取得のための研修」、「権利擁護、成年後見に関する研修」、「社会保障・

社会福祉制度に関する研修」の必要性に関する意識は低い。 

 

【質問２０ 新規採用職員に必要な研修内容について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．接遇に関する研修 436 94.2% 376 95.7% 376 91.7% 1,188 93.8% 

２．介護技術（自立に向けた食事、入浴、

排泄、家事等の介護）に関する研修 
380 82.1% 359 91.3% 344 83.9% 1,083 85.5% 

３．介護過程（介護のアセスメントや、介護

計画等）やケアマネジメントに関する研修 
246 53.0% 260 66.2% 205 50.0% 711 56.1% 

４. 訪問介護やデイサービスなど個

別のサービスに関する研修 
259 55.8% 85 21.6% 130 31.7% 474 37.4% 

５．認知症ケアに関する研修 328 70.7% 329 83.9% 380 92.7% 1,037 81.9% 

６．コミュニケーション技術に関す

る研修 
402 86.8% 324 82.4% 317 77.3% 1,043 82.4% 

７．ターミナルケアに関する研修 152 32.8% 165 42.0% 121 29.5% 438 34.6% 

８．介護事故等リスクマネジメント、

苦情対応に関する研修 
336 72.4% 308 78.4% 248 60.5% 892 70.4% 

９．医療的ケアに関する研修 195 42.0% 240 61.1% 206 50.2% 641 50.6% 

10．感染予防に関する研修 340 73.3% 344 87.5% 294 71.7% 978 77.2% 

11. 困難事例の対応に関する研修 216 46.6% 110 28.0% 134 32.7% 460 36.3% 

12．社会保障・社会福祉制度に関す

る研修 
125 26.9% 130 33.1% 106 25.9% 361 28.5% 

13．権利擁護、成年後見制度に関す

る研修 
99 21.4% 121 30.9% 132 32.2% 352 27.8% 

14. マネジメント（人材育成や運営

管理等）に関する研修 
83 17.9% 55 14.0% 66 16.1% 204 16.1% 

15．法令の遵守に関する研修 375 80.8% 264 67.2% 243 59.3% 882 69.6% 

16．資格取得のための研修 109 23.5% 100 25.5% 117 28.5% 326 25.8% 

17．その他（         ） 9 1.9% 18 4.6% 15 3.7% 42 3.3% 
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○ 現任介護職員（中堅職員以上）に必要な研修内容については、各サービスと

も「介護事故等リスクマネジメント、苦情対応に関する研修」、「困難事例の対

応に関する研修」、「介護過程（介護のアセスメントや、介護計画等）やケアマ

ネジメントに関する研修」の必要性の認識が高い。新人研修では必要性の認識

が低かった「マネジメント（人材育成や運営管理等）に関する研修」、「資格取

得のための研修」、「権利擁護、成年後見に関する研修」、「社会保障・社会福祉

制度に関する研修」が高くなる一方、「接遇に関する研修」、「介護技術（自立に

向けた食事、入浴、排泄、家事等の介護）に関する研修」、「コミュニケーショ

ン技術に関する研修」が低くなっている。 

 

【質問 21 現任介護職員（中堅職員以上）に必要な研修内容について】 

 在  宅 

サービス 

施  設 

サービス 

地域密着型 

サービス 
合  計 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合 

１．接遇に関する研修 271 58.4% 262 66.7% 263 64.1% 796 62.8% 

２．介護技術（自立に向けた食事、入浴、

排泄、家事等の介護）に関する研修 
274 59.2% 201 51.1% 193 47.1% 668 52.8% 

３．介護過程（介護のアセスメントや、介護

計画等）やケアマネジメントに関する研修 
336 72.4% 285 72.5% 298 72.7% 919 72.5% 

４. 訪問介護やデイサービスなど個

別のサービスに関する研修 
228 49.1% 87 22.1% 112 27.3% 427 33.7% 

５．認知症ケアに関する研修 303 65.7% 294 75.0% 305 74.4% 902 71.4% 

６．コミュニケーション技術に関す

る研修 
271 58.4% 256 65.3% 241 58.8% 768 60.7% 

７．ターミナルケアに関する研修 278 59.9% 264 67.2% 274 66.8% 816 64.4% 

８．介護事故等リスクマネジメント、

苦情対応に関する研修 
366 78.9% 344 87.5% 322 78.5% 1,032 81.5% 

９．医療的ケアに関する研修 284 61.2% 276 70.2% 267 65.1% 827 65.3% 

10．感染予防に関する研修 271 58.4% 279 71.2% 248 60.6% 798 63.1% 

11. 困難事例の対応に関する研修 365 78.7% 304 77.4% 308 75.1% 977 77.1% 

12．社会保障・社会福祉制度に関す

る研修 
269 58.0% 202 51.4% 205 50.0% 676 53.4% 

13．権利擁護、成年後見制度に関す

る研修 
252 54.3% 224 57.1% 226 55.1% 702 55.5% 

14. マネジメント（人材育成や運営

管理等）に関する研修 
294 63.4% 288 73.3% 239 58.3% 821 64.8% 

15．法令の遵守に関する研修 351 75.6% 284 72.3% 259 63.2% 894 70.6% 

16．資格取得のための研修 204 44.0% 139 35.4% 181 44.1% 524 41.4% 

17．その他（         ） 13 2.8% 27 6.9% 10 2.4% 50 3.9% 
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○ 研修（内部・外部）受講により教育できていると思われる内容については、

合計では「障害の理解」を除き「ある程度できている」が最も多かった。 

また、「障害の理解」、「社会の理解」、「こころとからだのしくみ」、「介護過程」、

「発達と老化の理解」等については「あまりできていない」の割合が比較的高

く、教育できていないとの意識が高い。 

  各サービスについても概ね同様であるが、施設サービス及び地域密着型サー

ビスでは「社会の理解」は「あまりできていない」が最も多く、地域密着型サ

ービスでは「介護過程」について「あまりできない」の比率が高い。 
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【質問２２ 研修（内部・外部）受講により教育できていると思われる内容】 

〈合 計〉 

 教育内容 設  問 

 

  

１．十分でき
ている。 

 

２．ある程度
で き て い
る 

３．あまりで
き て い な
い。 

４．できてい
ない 

５．わからな
い 

人
間
と
社
会 

人間の尊厳と
自立 

介護における尊厳の保持・自立支援 

123 908 173 16 16 

10.0% 73.5% 14.0% 1.3% 1.3% 

社会の理解 
人間の生活と福祉とのかかわり、 
社会保障制度、介護保険制度 等 

33 583 510 90 20 

2.7% 47.2% 41.3% 7.3% 1.6% 

介 
 

 
 

 

護 

介護の基本 

介護福祉士の役割・法的規定、 
介護を必要とする人の暮らしの理解 
介護実践する上での連携、 
介護における安全の確保 等  

101 879 222 19 15 

8.2% 71.1% 18.0% 1.5% 1.2% 

コミュニケー
ション技術 

利用者・家族とのコミュニケーション、 
職員間のコミュニケーション 等 

112 899 194 17 15 

9.1% 72.7% 15.7% 1.4% 1.2% 

生活支援技術 
自立に向けた居住環境の整備、 
自立に向けた移動の支援、 
自立に向けた食事の支援 等 

89 814 280 30 21 

7.2% 66.0% 22.7% 2.4% 1.7% 

介護過程 
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ

ービス提供の実施・評価の一連の過程 等 

82 683 398 51 20 

6.6% 55.3% 32.3% 4.1% 1.6% 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発達と老化の
理解 

老化に伴うこころとからだの変化 等 

54 742 390 30 19 

4.4% 60.1% 31.6% 2.4% 1.5% 

認知症の理解 
医学的側面から見た認知症の理解、 
認知症に伴うこころとからだの変化 等 

66 775 363 21 13 

5.3% 62.6% 29.3% 1.7% 1.1% 

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等  

18 510 625 60 23 

1.5% 41.3% 50.6% 4.9% 1.9% 

こころとから
だのしくみ 

人間の心理の理解、 
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の
構造と機能及び観察の視点などの理解 等  

42 700 432 39 22 

3.4% 56.7% 35.0% 3.2% 1.8% 
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〈在宅サービス〉 

 

教育内容 設  問 

 

  

１．十分でき
ている。 

 

２．ある程度
で き て い
る 

３．あまりで
き て い な
い。 

４．できてい
ない 

５．わからな
い 

人
間
と
社
会 

人間の尊厳と
自立 

介護における尊厳の保持・自立支援 

73 331 38 8 4 

16.1% 72.9% 8.4% 1.8% 0.9% 

社会の理解 
人間の生活と福祉とのかかわり、 
社会保障制度、介護保険制度 等 

16 279 134 18 7 

3.5% 61.5% 29.5% 4.0% 1.5% 

介 
 

 
 

 

護 

介護の基本 

介護福祉士の役割・法的規定、 
介護を必要とする人の暮らしの理解 
介護実践する上での連携、 
介護における安全の確保 等  

49 321 69 7 7 

10.8% 70.9% 15.2% 1.5% 1.5% 

コミュニケー
ション技術 

利用者・家族とのコミュニケーション、 
職員間のコミュニケーション 等 

60 349 35 6 5 

13.2% 76.7% 7.7% 1.3% 1.1% 

生活支援技術 
自立に向けた居住環境の整備、 
自立に向けた移動の支援、 
自立に向けた食事の支援 等 

42 308 87 4 10 

9.3% 68.3% 19.3% 0.9% 2.2% 

介護過程 
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ

ービス提供の実施・評価の一連の過程 等 

33 278 121 12 8 

7.3% 61.5% 26.8% 2.7% 1.8% 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発達と老化の
理解 

老化に伴うこころとからだの変化 等 

28 280 132 6 7 

6.2% 61.8% 29.1% 1.3% 1.5% 

認知症の理解 
医学的側面から見た認知症の理解、 
認知症に伴うこころとからだの変化 等 

25 283 134 8 4 

5.5% 62.3% 29.5% 1.8% 0.9% 

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等  

10 202 215 19 7 

2.2% 44.6% 47.5% 4.2% 1.5% 

こころとから
だのしくみ 

人間の心理の理解、 
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の
構造と機能及び観察の視点などの理解 等  

22 276 139 11 6 

4.8% 60.8% 30.6% 2.4% 1.3% 
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〈施設サービス〉 

 教育内容 設  問 

 

  

１．十分でき
ている。 

 

２．ある程度
で き て い
る 

３．あまりで
き て い な
い。 

４．できてい
ない 

５．わからな
い 

人
間
と
社
会 

人間の尊厳と
自立 

介護における尊厳の保持・自立支援 

18 284 73 4 5 

4.7% 74.0% 19.0% 1.0% 1.3% 

社会の理解 
人間の生活と福祉とのかかわり、 
社会保障制度、介護保険制度 等 

7 156 184 33 4 

1.8% 40.6% 47.9% 8.6% 1.0% 

介 
 

 
 

 

護 

介護の基本 

介護福祉士の役割・法的規定、 
介護を必要とする人の暮らしの理解 
介護実践する上での連携、 
介護における安全の確保 等  

26 289 68 3 0 

6.7% 74.9% 17.6% 0.8% 0.0% 

コミュニケー
ション技術 

利用者・家族とのコミュニケーション、 
職員間のコミュニケーション 等 

17 264 96 8 1 

4.4% 68.4% 24.9% 2.1% 0.3% 

生活支援技術 
自立に向けた居住環境の整備、 
自立に向けた移動の支援、 
自立に向けた食事の支援 等 

23 241 105 15 0 

6.0% 62.8% 27.3% 3.9% 0.0% 

介護過程 
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ

ービス提供の実施・評価の一連の過程 等 

23 233 114 13 1 

6.0% 60.7% 29.7% 3.4% 0.3% 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発達と老化の
理解 

老化に伴うこころとからだの変化 等 

11 230 127 12 4 

2.9% 59.9% 33.1% 3.1% 1.0% 

認知症の理解 
医学的側面から見た認知症の理解、 
認知症に伴うこころとからだの変化 等 

20 237 121 6 3 

5.2% 61.2% 31.3% 1.6% 0.8% 

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等  

5 172 187 14 7 

1.3% 44.7% 48.6% 3.6% 1.8% 

こころとから
だのしくみ 

人間の心理の理解、 
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の
構造と機能及び観察の視点などの理解 等  

8 215 140 15 6 

2.1% 56.0% 36.5% 3.9% 1.6% 

 



20 

 

 

 

 

〈地域密着型サービス〉 

 教育内容 設  問 

 

  

１．十分でき
ている。 

 

２．ある程度
で き て い
る 

３．あまりで
き て い な
い。 

４．できてい
ない 

５．わからな
い 

人
間
と
社
会 

人間の尊厳と
自立 

介護における尊厳の保持・自立支援 

32 293 62 4 7 

8.0% 73.6% 15.6% 1.0% 1.8% 

社会の理解 
人間の生活と福祉とのかかわり、 
社会保障制度、介護保険制度 等 

10 148 192 39 9 

2.5% 37.2% 48.2% 9.8% 2.3% 

介 
 

 
 

 

護 

介護の基本 

介護福祉士の役割・法的規定、 
介護を必要とする人の暮らしの理解 
介護実践する上での連携、 
介護における安全の確保 等  

26 269 85 9 8 

6.5% 67.8% 21.4% 2.3% 2.0% 

コミュニケー
ション技術 

利用者・家族とのコミュニケーション、 
職員間のコミュニケーション 等 

35 286 63 3 9 

8.8% 72.2% 15.9% 0.8% 2.3% 

生活支援技術 
自立に向けた居住環境の整備、 
自立に向けた移動の支援、 
自立に向けた食事の支援 等 

24 265 88 11 11 

6.0% 66.4% 22.1% 2.8% 2.8% 

介護過程 
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ

ービス提供の実施・評価の一連の過程 等 

26 172 163 26 11 

6.5% 43.2% 41.0% 6.5% 2.8% 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

発達と老化の
理解 

老化に伴うこころとからだの変化 等 

15 232 131 12 8 

3.8% 58.3% 32.9% 3.0% 2.0% 

認知症の理解 
医学的側面から見た認知症の理解、 
認知症に伴うこころとからだの変化 等 

21 255 108 7 6 

5.3% 64.2% 27.2% 1.8% 1.5% 

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等  

3 136 223 27 9 

0.8% 34.2% 56.0% 6.8% 2.3% 

こころとから
だのしくみ 

人間の心理の理解、 
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の
構造と機能及び観察の視点などの理解 等  

12 209 153 13 10 

3.0% 52.6% 38.5% 3.3% 2.5% 

 


